
編 
集 
後 

記

　
二
〇
一
八
年
三
月
に
開
催
し
た
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催
公
開
講
演
会
「
日

本
の
夜
の
公
共
圏
―
ス
ナ
ッ
ク
と
大
衆
文
化
」
で
は
、
首
都
大
学
東
京

教
授
の
谷
口
功
一
先
生
を
お
招
き
し
、
現
在
の
ス
ナ
ッ
ク
を
巡
る
状
況
に

つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
立
教
大

学
名
誉
教
授
・
自
由
学
園
最
高
学
部
学
部
長
の
渡
辺
憲
司
先
生
に
は
、
江

戸
時
代
の
夜
の
遊
び
と
の
比
較
を
通
し
、
ス
ナ
ッ
ク
に
つ
い
て
鋭
い
指
摘

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
、
ま
た
ご
参
集
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
五
月
二
十
六
日
開
催
の
、
日
本
近
代
文
学
会
春
季
大
会（
於
早

稲
田
大
学
）で
は
、「
江
戸
川
乱
歩
所
属
資
料
の
活
用
に
よ
る
探
偵
小
説
研

究
」
の
パ
ネ
ル
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
資
料
な
ど

も
活
用
し
、
資
料
保
存
の
方
法
、
雑
誌
の
編
集
と
出
版
、
探
偵
小
説
の
再

定
位
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
表
象
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
進
め
ら
れ
た
諸

研
究
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
乱
歩
関
係
の
様
々
な
資
料
を
ゆ
っ
く
り
御
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
に
少
し
母
屋
内
部
を
改
装
し
、
新
た
に
展
示
室
を
設
け

ま
し
た
。
過
去
の
『
大
衆
文
化
』
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
一
筆
箋
な
ど
の

販
売
も
展
示
室
内
で
行
い
ま
す
。
乱
歩
が
暮
ら
し
た
居
住
空
間
で
の
観
覧

を
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
『
大
衆
文
化
』
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
「
私
」
を

中
心
に
し
た
金
子
明
雄
氏
の
論
考
「〈
天
才
〉
と
〈
犯
罪
者
〉
の
あ
い
だ

―
大
正
期
谷
崎
作
品
の
人
物
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
論
者
の
新
資
料
発

見
の
経
緯
や
、
遠
藤
の
執
筆
背
景
を
記
し
た
杉
本
佳
奈
氏
の
「
遠
藤
周
作

の
新
発
見
資
料
「
ア
フ
リ
カ
の
體
臭
」
に
つ
い
て
」、
芸
能
関
係
雑
誌
『
明

星
』
に
掲
載
さ
れ
た
連
載
小
説
の
利
用
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
阪
本
博

志
氏
の
「
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
雑
誌
『
明
星
』
の
連
載
小
説
と
そ
の

メ
デ
ィ
ア
タ
イ
ア
ッ
プ
展
開
（
付
・
一
九
五
〇
年
代
『
明
星
』
連
載
小
説

一
覧
）」、
前
号
に
引
き
続
き
、
乱
歩
の
同
性
愛
に
関
す
る
読
書
メ
モ
の
翻

刻
と
し
て
、
丹
羽
み
さ
と
氏
の
「
家
蔵
同
性
愛
関
係
書
目
録
　
２
」
を
掲

載
致
し
ま
し
た
。
大
衆
文
化
に
関
す
る
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
展
開
さ
れ

て
い
る
各
論
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
下
さ
い
。�
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